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第 1章 XSLTの基本

XSLT（Extensible Stylesheet Language Transformations）の世界へようこそ。本書は、一瞬

ごとに思いがけない展開を見せるXSLTの大きな世界へ読者を案内する。本書では、XSLTの

世界を自分のものにしていく。最近、XSLTは最も興味深く用途の広い技術となりつつあるた

め、本書ではXSLTに関するさまざまな話題を取り上げる。また、XSLTの実際の用途も詳し

く見ていく。

XSLTは XML文書を処理し、書式化するために使われる（XMLについては拙著 Inside XML

を参照）。XMLは非常にホットな話題となっているが、今度はXSLTの番である。XMLは文

書内のデータの構造化を可能にするが、XSLT は XML文書の内容の操作を可能にする。たと

えば、XMLで書かれた従業員データのデータベースをソートして、そのデータをHTML文書

に格納したり、細かい書式を設定するなどの処理を行い、XML文書の内容を操作して他の文書

を作成することができる。

また、XMLパーサーのAPI を使うプログラムを作成してXML文書の内容を操作すること

もできるが、その場合は自分でコードを書かなければならない。一方、XSLT を使用すれば、

プログラミングを行わずに同じ処理を実行できる。XML 文書の内容を操作するために Java、

Visual Basic、C++のコードを独自に書くのではなく、XSLTを使用して必要な処理を指定する

だけでよい。残りの作業はXSLT プロセッサが実行してくれる。それがXSLT であり、XML

の世界において次の立て役者となるのである。

1.1 XSL＝XSLT＋XSL FO

XSLT自体は、実際には XSL（Extensible Stylesheet Language）という大きな仕様の一部で

ある。XSLは、文書の正確な書式をミリ単位で指定するために使われる。XSLの書式化に関す

る部分は、XSLTよりはるかに大きな仕様であり、特殊な書式化オブジェクトをベースとする。

この仕様は、XSL FO（またはXSL:FO、XSLFO）と呼ばれる。書式化オブジェクト（FO）によ

る文書のスタイル化は複雑であるため、本書ではXSL FOについても取り上げる。XSLTは本

来、XSLの書式化オブジェクトに基づくXML文書の変換を容易にするためにXSLに追加され

たものである。
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本書はXSLTの解説書であるが、XSLTを使用してXML文書をXSL FO文書に変換する方

法など、XSL の書式化オブジェクトについても紹介する。XSLT は XSL の書式化オブジェク

トの操作を容易にするために導入された仕様であるからだ。まず、本章では、XSLTと XSLの

両方について簡単に説明しよう。

1.2 背景

XSL自体は、Tim Berners-Leeが創設したW3C（World Wide Web Consortium、http://www.

w3.org/）によって開発された。W3Cは、XSLなどの各種の仕様をリリースしている組織であ

る。XMLと XSL を現在の姿にまとめたのがW3Cである。

W3Cとスタイル言語

W3Cにおけるスタイル言語の開発の歴史については、http://www.w3.org/Style/History/を参

照してほしい。W3Cにおける開発の進行状況や長年にわたるスタイル言語の変遷が興味深い。

W3Cは 1980 年代にXMLの祖父にあたるSGML（Standard Generalized Markup Language）

を開発したが、非常に複雑であることからあまり使用されていない。事実、XMLは HTMLと

同様に SGMLの簡易版である。W3Cは SGMLで使用するDSSSL（Document Style Semantics

and Specification Language）と呼ばれるスタイル言語も作成した。XMLが SGMLから派生し

たように、XSLは DSSSL に基づいている。W3Cは、「画面に文書を描画するためにXSLが使

用するモデルは、DSSSLと呼ばれる複雑な ISO標準のスタイル言語に対する長年の蓄積に基づ

いている」と述べている。

しかし、XSLのオリジナル部分（つまりXSL FOのオリジナル部分）も、広く使用されるほど

に容易であるかどうかはまだ実証されていないために、XML文書からXSL FO文書への変換の

簡易化を目的にXSLTが導入された。結果として、実用化されたのはXSLTである。コードを

書くことなく、XML文書の内容を操作したり、XML文書を別のXML文書、HTML、その他

のテキストベースの形式に変換するための完全な言語をXSLTが提供しているためだ。XSLT

には、W3Cさえ驚くほどのサクセスストーリーが隠されているのである。
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1.2.1 XSLT

XSLTを使用すると、XML文書の内容を直接操作できる。たとえば、野球の最近のシーズン

に関する統計情報を含む巨大なXML文書があるが、投手の情報だけに興味がある場合、Java、

Visual Basic、C++で XMLパーサーと連動するプログラムを書いて必要な情報を抽出すること

が可能である。パーサーは、XML文書を読み取り、文書内のすべてのデータを 1つずつコード

に渡す特殊なソフトウェアパッケージである。この方法により、投手に関するデータだけを含

む pitchers.xmlという新しいXML文書を作成することができる。

この方法で目的を達成することはできるが、かなりのプログラミング作業、大量の時間、テス

トを要する。XSLTは、このような問題を解決するために開発された。XSLTは、実際にXML

文書の操作を行うXSLTプロセッサによって読み取られる。ユーザーは、ある文書を別の文書

に変換するために適用する規則を含むXSLTスタイルシートを作成するだけでよい。プログラ

ミングは不要である。そのために、多くのユーザーや経験を積んだプログラマにとってXSLT

が魅力的なものになる。野球の例で言うと、必要な操作を指定するXSLTスタイルシートを書

くだけで、後はXSLTプロセッサに任せればよいのだ。

XSLTを使うと、XML文書を、別のXML文書だけでなく、HTML文書、RTF文書、XSL FO

文書などの別の種類の文書に変換することもできる。また、XMLベースの他の言語（MathML、

MusicML、VML、XHTMLなど）に変換することも可能だ。いずれの場合もプログラミングは

不要である。

多くの点で、XSLT の機能は SQL（Structured Query Language、有名なデータベースアク

セス言語）などのデータベース言語に似ている。XML文書から目的のデータを抽出するのは、

SQLステートメントをデータベースに適用するのに似ている。XSLTはWeb版の SQLと考え

ている人さえいる。SQLを知っていれば、XSLTの無限の可能性を理解できるはずだ。たとえ

ば、XSLTスタイルシートを使用し、XML文書からデータのサブセットを抽出したり、長い文

書の目次を作成したり、特定の郵便番号に該当する顧客などの特定の条件に一致するすべての

要素を検索するなど、さまざまな処理が可能である。しかも、すべてを 1ステップで実行でき

るのだ。
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1.2.2 XSL FO

XSL のもう一方はXSL FOという書式化言語である。本書ではXSL FO、つまりXSLの書

式化オブジェクトについても取り上げる。XSL FOを使用すると、XML文書のデータの表現方

法を、余白のサイズ、フォント、配置、ヘッダーとフッターのサイズ、ページの幅などにより

詳しく指定できる。XML文書を書式化するときには、考慮すべき項目が非常に多い。したがっ

て、XSL FOの仕様はXSLTより大幅に大きい。

一方、XSL FOは非常に複雑であるため、まだ、XSLTほどの人気はない。現時点では、XSL

FOをサポートしているソフトウェアは少なく、完全な標準に近い形で実装しているものは皆無

である。XSLTの最も一般的な用途がXMLからHTMLへの変換であるのと同じように、XSL

FOの最も一般的な用途はXMLから PDF（Portable Data Format）への変換である。PDFは、

Adobe Acrobat で使用される形式である。変換の例は、主に第 11 章で紹介する。

1.2.3 W3Cの仕様

W3Cは XMLと XSLの仕様をリリースしており、本書はその仕様に従っている。W3Cの仕

様は標準とは呼ばれない。これは、標準は政府が承認した機関によってのみ作成されるという

国際的な合意があるからだ。W3Cは、新しい仕様の要件をリリースすることから始める。要件

とは目標で、仕様がどのようなものになるかという一種のプレビューを列挙したものであり、

その時点では仕様は作成されない。その後、W3Cは、誰でもコメントを付けられるワーキング

ドラフトとして仕様をリリースし、続いてやはり検討の対象である勧告候補をリリースする。

最後に勧告として仕様をリリースするのだ。

次に、本書で使用するXSLT関連のW3Cの仕様と入手先を示す。

● XSL 1.0 の勧告　XSL 1.0 を規定した巨大な文書で、2001 年 10 月に発表された。

http://www.w3.org/TR/xsl/

● XSLT 1.0 の勧告　XSLTの機能はXML文書の内容を他の文書に変換することである。こ

の機能がXSLTの人気の理由である。

http://www.w3.org/TR/xslt

● XSLT 1.1 のワーキングドラフト　XSLT 1.1 のワーキングドラフトで、勧告にはならない。

W3Cは XSLT 1.1 の機能をXSLT 2.0 に追加する予定である。

http://www.w3.org/TR/xslt11/
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● XSLT 2.0 の要件　W3C は、XML Schema のサポートの強化などを目標に、XSLT 2.0 の

仕様を作成する。

http://www.w3.org/TR/xslt20req

● XSLT 2.0 のワーキングドラフト　2001 年 12 月に発表された。XSLT 1.1 のワーキングド

ラフトに代わるもので、XPath 2.0 のサポートなどを盛り込んでいる。

http://www.w3.org/TR/xslt20/

● XPath 1.0 の勧告　XPath は、XML文書内の特定のセクションと要素を操作するために、

位置の指定と参照に使用される。

http://www.w3.org/TR/xpath

● XPath 2.0 の要件　XPath 2.0 では XSLT 2.0 に対するサポートが強化される。

http://www.w3.org/TR/xpath20req

● XPath 2.0 のワーキングドラフト　2001 年 12 月に発表された。

http://www.w3.org/TR/xpath20/

1.2.4 XSLTのバージョン

XSLTの仕様の策定作業は、全体としてXSL の仕様よりかなり活発である。XSLT 1.0 の勧

告は 1999 年 11 月 16 日に策定され、今日のXSLTのバックボーンを形成している。

次に登場したのが、XSLT 1.1 のワーキングドラフトである。本来はこれが新しい勧告になる

予定であったが、W3CではXSLT 2.0 の作業が開始された。その後、W3Cは XSLT 1.1 のキャ

ンセルを決定した。これは、XSLT 1.1 のワーキングドラフトはそれ以上先へ進まず、勧告には

ならないことを意味する。つまり、XSLTには正式なバージョン 1.1 は存在しないことになる。

ただし、W3Cは XSLT 1.1 のワーキングドラフトで行われた作業の多くをXSLT 2.0 に統合

し、2001 年 12 月にはXSLT 2.0 のワーキングドラフトを発表した。そのため、本書ではXSLT

1.1 または 2.0 のワーキングドラフトについても取り上げる。XSLT 1.1 または 2.0 のワーキング

ドラフトで導入された新機能については、その旨を明記する。

XSLT 1.1 におけるXSLT 1.0 からの変更点を次に示す。これはあくまで参考として示すもの

で、現時点では実際にはあまり意味を持たない。

●XSLT 1.0 でサポートされていた結果ツリーフラグメントのデータ型を使わない。

●名前空間の修正が自動的に適用されるため、出力方式の指定により自由に名前空間のノー

ドを追加することはできない。
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●XML Base をサポートする。

●変換により複数の結果ツリーを生成できる。

● <xsl:apply-imports>要素にパラメータを指定できる。

● Java または JavaScript による拡張関数の定義が可能である。

●拡張関数はXPath のデータ型に対応しない外部オブジェクトを返すことができる。

さらに、XSLT 2.0 では、XPath 2.0 のサポート、ノードのグループ化、XHTMLの出力、ソー

ト、複数の結果ツリーの出力などの機能が追加、改訂されている。

本書では、XSLT 1.0 の勧告だけでなく、XSLT 1.1 のワーキングドラフトも取り上げる。ま

た、W3C は先を急ぎ、XSLT 2.0 の要件およびワーキングドラフトをリリースしているため、

XSLT 2.0 に含まれる予定の機能についても取り上げる。次に、XSLT 2.0 の目標の概要を示す。

●XML Schema のデータ型の操作を容易にする。

●文字列の操作を容易にする。

●関連するXMLの標準をサポートする。

●XSLTの使いやすさを向上させる。

●XSLTの相互運用性を向上させる。

●国際化のサポートを向上させる。

●XSLT 1.0 および 1.1 との下位互換性を維持する。

●プロセッサの効率化をサポートする。

XSLT 2.0 の勧告がリリースされるのはまだ先のことであるが、関連するトピックの説明では

現時点でわかっている限りXSLT 2.0 の内容をカバーする。たとえば、W3C では、XMLベー

スのXHTMLをHTMLの後継としている。XSLT 1.0 の勧告とXSLT 1.1 のワーキングドラフ

トでは、XMLからXHTMLへの変換をサポートしていないので、この変換は独自に行う必要

がある。ただし、XSLT 2.0 では XHTMLへの変換がサポートされる予定であり、XHTMLに

ついて説明するときにはその事実に言及する。

以上で概要の説明を終わる。では、実際の内容に移ろう。XSLは XML文書の操作を目的と

しているので、まず、XML文書の構造を復習しよう。操作対象はXML文書だが、XSLTスタ

イルシート自体も実際にはXML文書である。XSLTスタイルシートを書くときには、この事

実を念頭におく必要がある。本書では、XMLとHTMLについてある程度の知識を持っている

ことを前提としている（以前にも述べたように、Inside XMLを参考にしてほしい）。
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1.3 XML文書

今後は XML 文書の動作を理解していることが重要になるため、ここでは XML 文書につい

て復習しよう。例として、次のXML文書を使用する。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<DOCUMENT>

<GREETING>
Hello From XML

</GREETING>
<MESSAGE>

Welcome to the wild and woolly world of XML.
</MESSAGE>

</DOCUMENT>

この文書の機能を説明しよう。まず、最初に処理命令がある。XML処理命令は<?で始まり、

?>で終わる。これは、現時点で定義されている唯一のバージョンであるXML 1.0 と UTF-8 の

文字エンコーディングを使用することを指示している。つまり、Unicode の 8ビットのエンコー

ディング方式を使用する。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<DOCUMENT>

<GREETING>
Hello From XML

</GREETING>
<MESSAGE>

Welcome to the wild and woolly world of XML.
</MESSAGE>

</DOCUMENT>

次に、<DOCUMENT>という名前の新しいタグを作成する。タグには、DOCUMENTだけでなく、好

きな名前を付けることができる。ただし、名前は英字またはアンダースコア（_）で始まり、英

字、数字、アンダースコア、ピリオド（.）、ハイフン（-）で構成され、空白を含んではならな

い。XMLでは、タグは常に<で始まり、>で終わる。

XML文書は XML要素で構成される。XML 要素は、<DOCUMENT>などの開始タグに始まり、

テキストやその他の要素などの内容が続き、</DOCUMENT>のように</で示される終了タグで終

わる。処理命令を除き、文書全体を 1つの要素で囲むが、それをルート要素と呼ぶ。ここでは、

ルート要素は<DOCUMENT>要素になる。
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<DOCUMENT>

...
</DOCUMENT>

ここで、このXML文書にテキスト（“Hello From XML”）を含む新しい<GREETING>要素を追

加しよう。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<DOCUMENT>

<GREETING>
Hello From XML

</GREETING>
...

</DOCUMENT>

また、テキストを含む新しい要素として<MESSAGE>を追加することもできる。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<DOCUMENT>

<GREETING>
Hello From XML

</GREETING>
<MESSAGE>

Welcome to the wild and woolly world of XML.
</MESSAGE>

</DOCUMENT>

これで、<DOCUMENT>のルート要素には<GREETING>と<MESSAGE>という 2つの要素が含まれる

ことになる。また、<GREETING>と<MESSAGE>のそれぞれがテキストを保持する。このようにし

て新しいXML文書を作成する。

しかし、これで終わりではない。XML文書には、体裁が整った XML 文書と正当な XML 文

書の 2種類がある。

1.3.1 体裁が整ったXML文書

体裁が整った XML文書は、XML 1.0 の勧告（http://www.w3.org/TR/REC-xml）でW3C に

よって規定された構文規則に従う必要がある。わかりやすく言うと、「体裁が整った」とは、文

書が 1つ以上の要素を含み、1つの要素（ルート要素）が他のすべての要素を含まなければなら

ないことを意味する。また、それぞれの要素に含まれる要素は正しいネスト構造をとらなけれ
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ばならない。たとえば、次の文書は、終了タグである</GREETING>が次の要素の開始タグであ

る<MESSAGE>の後にあるため、体裁が整った文書ではない。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<DOCUMENT>

<GREETING>
Hello From XML

<MESSAGE>
</GREETING>

Welcome to the wild and woolly world of XML.
</MESSAGE>

</DOCUMENT>

1.3.2 正当なXML文書

ほとんどのXMLブラウザは体裁が整った文書であるかどうかをチェックする。また、一部

の XML ブラウザは正当な文書であるかどうかもチェックする。正当な XML 文書は、関連付

けられているDTD（Document Type Declaration：文書型宣言）または XML Schemaに準拠し

ていなければならない。つまり、DTDまたはスキーマによって文書自体の内部整合性の規則が

規定され、文書がその規則に従っていることがブラウザによって確認された場合、正当なXML

文書であるとみなされる。

XML Schema は広く受け入れられており、XSLT 2.0 では、XML Schema のサポートが強化

される（事実、XML Schema のサポートはXSLT 2.0 の策定の大きな動機となっている）。しか

し、正当なXML文書であることを示すために最も一般的に使用されているのは、やはりDTD

である。DTDは、個別のファイルに格納したり、XML文書そのものに<!DOCTYPE>要素として

格納することができる。次に、XML文書に<!DOCTYPE>要素を追加する例を示す。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<?xml-stylesheet type="text/css" href="first.css"?>
<!DOCTYPE DOCUMENT [

<!ELEMENT DOCUMENT (GREETING, MESSAGE)>
<!ELEMENT GREETING (#PCDATA)>
<!ELEMENT MESSAGE (#PCDATA)>

]>
<DOCUMENT>

<GREETING>
Hello From XML

</GREETING>
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<MESSAGE>
Welcome to the wild and woolly world of XML.

</MESSAGE>
</DOCUMENT>

本書ではDTDについては説明しない（DTDの詳細については Inside XMLを参照）が、こ

こで指定したDTDは、<DOCUMENT>要素内で<GREETING>および<MESSAGE>の各要素を指定でき

ること、<DOCUMENT>要素がルート要素であること、<GREETING>および<MESSAGE>の各要素がテ

キストを保持できることを示している。

XML文書では、あらゆる種類の階層を設定することができる。つまり、ある要素の中に別の

要素を指定し、任意の深さまでネストさせることが可能である。また、要素に属性を持たせる

ことができる。たとえば、<CIRCLE COLOR="blue">は、COLOR属性が値として blueを持つこと

を意味する。このような属性を使用し、要素に追加データを持たせることができる。さらに、

特定の要素を詳しく説明するコメントをXML文書に含めることも可能だ。コメントは、<!--

と-->で指定する。

次に、これらの機能の実例となるXML文書を示す。planets.xmlという文書は、水星（Mercury）、

金星（Venus）、地球（Earth）に関して質量、1日の長さ、密度、太陽からの距離などのデータ

を格納する。この文書は本書を通じて使用するXMLのサンプルで、XMLの機能の大半が凝縮

されている。

リスト 1-1 planets.xml

<?xml version="1.0"?>
<PLANETS>

<PLANET>
<NAME>Mercury</NAME>
<MASS UNITS="(Earth = 1)">.0553</MASS>
<DAY UNITS="days">58.65</DAY>
<RADIUS UNITS="miles">1516</RADIUS>
<DENSITY UNITS="(Earth = 1)">.983</DENSITY>
<DISTANCE UNITS="million miles">43.4</DISTANCE><!--At perihelion-->

</PLANET>

<PLANET>
<NAME>Venus</NAME>
<MASS UNITS="(Earth = 1)">.815</MASS>
<DAY UNITS="days">116.75</DAY>
<RADIUS UNITS="miles">3716</RADIUS>
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<DENSITY UNITS="(Earth = 1)">.943</DENSITY>
<DISTANCE UNITS="million miles">66.8</DISTANCE><!--At perihelion-->

</PLANET>

<PLANET>
<NAME>Earth</NAME>
<MASS UNITS="(Earth = 1)">1</MASS>
<DAY UNITS="days">1</DAY>
<RADIUS UNITS="miles">2107</RADIUS>
<DENSITY UNITS="(Earth = 1)">1</DENSITY>
<DISTANCE UNITS="million miles">128.4</DISTANCE><!--At perihelion-->

</PLANET>

</PLANETS>

また、次に示すXMLの定義も理解してほしい。

● CDATA　単純な文字データ（マークアップを含まないテキスト）を示す。

● ID　適切なXML名を示す。この名前は一意でなければならない（つまり ID型の他の属性

と共有されない）。

● IDREF　何らかの要素（通常、現在の要素に関連する別の要素）の ID属性の値を保持する。

● IDREFS　複数の要素の ID（空白によって区切られる）を示す。

●名前の文字　英字、数字、ピリオド、ハイフン、アンダースコア、コロンを使用できる。

● NAME　XML名を示す。先頭は必ず英字、アンダースコア、コロンのいずれかになる。

● NAMES　空白で区切られた名前のリストを示す。

● NMTOKEN　1個以上の英字、数字、ハイフン、アンダースコア、コロン、ピリオドから構成

されるトークンを示す。

● NMTOKENS　空白で区切られた複数の適切なXML名を示す。

● NOTATION　記法の名前を示す（DTDで宣言されていなければならない）。

● PCDATA　解析済みの文字データを示す。PCDATAはマークアップを含まず、実体の参照は

PCDATA内で展開済みである。

体裁が整った文書と正当な文書の違いを含め、XML文書の概要を述べた。XML文書の知識

が不十分であれば、Inside XMLなどの書籍を参照してほしい。また、次のように、Web にも

XML関連のリソースが数多く存在する。
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● http://www.w3.org/XML/　W3Cの XMLのWeb サイトで、すべての出発点となる。

● http://www.w3.org/XML/1999/XML-in-10-points.html　XML In 10 Points（実際には 7

点のみ）というドキュメントで、XMLの概要を説明している。

● http://www.w3.org/TR/REC-xml　W3Cの正式なXML 1.0 の勧告（2000 年 10 月発表）で、

現時点での唯一のバージョンである。あまり読みやすいとは言えない。

● http://www.w3.org/TR/xml-stylesheet/　XML文書にスタイルシートを関連付ける方法

を定めている。

● http://www.w3.org/TR/REC-xml-names/　XMLにおける名前空間を規定している。

● http://www.w3.org/XML/Activity　XMLに関する現在の活動状況を説明している。

● http://www.w3.org/TR/xmlschema-0/、http://www.w3.org/TR/xmlschema-1/、

http://www.w3.org/TR/xmlschema-2/　DTDに代わるXML Schema を規定する。

● http://www.w3.org/TR/xlink/　XLink の仕様である。

● http://www.w3.org/TR/xptr　XPointer の仕様である。

● http://www.w3.org/TR/xhtml1/　XHTML 1.0 の仕様である。

● http://www.w3.org/TR/xhtml11/　XHTML 1.1 の仕様である。

● http://www.w3.org/DOM/　W3CのDOM（Document Object Model）のWebサイトである。

XML文書の作成方法は理解した。では、XML文書はどのように参照するのだろうか。

1.4 XMLはブラウザでどのように表示されるか

Microsoft Internet Explorer 5.0 以降などのブラウザを使用すれば、未加工のXML文書を直

接表示できる。たとえば、作成したXML文書を planets.xmlという名前で保存し、その文書

を Internet Explorer で開くと図 1-1のように表示される。

図1-1には完全なXML文書が表示されている。特別な書式化は何も行われていない。Internet

Explorer では、XML文書はプリンタで印刷したとおりのイメージで表示される（事実、図 1-1

では、Internet Explorer の XML文書用のデフォルトのスタイルシートが使用されている。この

スタイルシートは、XMLを Internet Explorer で認識できるDynamic HTMLに変換する）。し

かし、データの表示方法を変えたい場合はどうだろう。たとえば、HTML文書内の planets.xml

をHTMLの表として表示したいときにはどうすればよいのだろうか。
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図 1-1 Internet Explorerで表示した XML文書

ここで XSLT 変換処理が登場する。本章では、まず XSLT 変換の概要を見ていく。後半で

は、XSLのもう一方の側面であるXSL FOの概要を説明する。

1.5 XSLT変換

XSLTは、XML文書内のデータを操作するための強力な言語である。たとえば、XSLTスタ

イルシートを使用して planets.xml内のデータをHTMLの表に変換することができる。スタ

イルシートは、XML文書を変換するためにユーザーが設定した規則を含む。本書の大部分では、

スタイルシートの書き方とスタイルシートの動作を理解することに焦点を当てる。planets.xml

内のデータをHTMLの表に変換するXSLT スタイルシート（planets.xsl）を次に示す（詳細

については第 2章を参照）。

リスト 1-2 planets.xsl

<?xml version="1.0"?>
<xsl:stylesheet version="1.0"
xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
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<xsl:template match="/PLANETS">
<HTML>

<HEAD>
<TITLE>

The Planets Table
</TITLE>

</HEAD>
<BODY>

<H1>
The Planets Table

</H1>
<TABLE BORDER="2">

<TR>
<TD>Name</TD>
<TD>Mass</TD>
<TD>Radius</TD>
<TD>Day</TD>

</TR>
<xsl:apply-templates/>

</TABLE>
</BODY>

</HTML>
</xsl:template>

<xsl:template match="PLANET">
<TR>

<TD><xsl:value-of select="NAME"/></TD>
<TD><xsl:apply-templates select="MASS"/></TD>
<TD><xsl:apply-templates select="RADIUS"/></TD>
<TD><xsl:apply-templates select="DAY"/></TD>

</TR>
</xsl:template>

<xsl:template match="MASS">
<xsl:value-of select="."/>
<xsl:text> </xsl:text>
<xsl:value-of select="@UNITS"/>

</xsl:template>

<xsl:template match="RADIUS">
<xsl:value-of select="."/>
<xsl:text> </xsl:text>
<xsl:value-of select="@UNITS"/>

</xsl:template>
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<xsl:template match="DAY">
<xsl:value-of select="."/>
<xsl:text> </xsl:text>
<xsl:value-of select="@UNITS"/>

</xsl:template>

</xsl:stylesheet>

明らかに、このXSLTスタイルシートはXML文書のように見える。それもそのはず、これ

はまさしくXML文書である。XSLTスタイルシートはXML文書であり、体裁が整ったXML

文書でなければならない。本書を通じて、さまざまな方法でXSLT 変換を行う際は、XML文

書の planets.xml（リスト 1-1）とスタイルシートの planets.xsl（リスト 1-2）を使用する。

このスタイルシートをXML文書の planets.xmlにどのように関連付けるのだろうか。第 2

章で説明するが、1つの方法として<?xml-stylesheet?>というXML処理命令を使用できる。こ

の処理命令は 2つの属性を使用する。最初の属性は typeである。この属性を text/xmlに設定

することによって、XSLTスタイルシートを使用することを指定する（別の種類のスタイルシー

トとして HTML で通常使用される CSS がある。CSS を使用する場合、この属性を text/css

に設定する）。2 番目の属性は、hrefである。この属性にはスタイルシートの URI（Uniform

Resource Identifier）を設定する（XMLではURLではなくURI を使用する）。

<?xml version="1.0"?>
<?xml-stylesheet type="text/xml" href="planets.xsl"?>
<PLANETS>

　 <PLANET>
　 <NAME>Mercury</NAME>
　 <MASS UNITS="(Earth = 1)">.0553</MASS>
　 <DAY UNITS="days">58.65</DAY>
　 <RADIUS UNITS="miles">1516</RADIUS>
　 <DENSITY UNITS="(Earth = 1)">.983</DENSITY>
　 <DISTANCE UNITS="million miles">43.4</DISTANCE><!--At perihelion-->
　 </PLANET>

...

続いて、XSLT プロセッサを使用して planets.xslを planets.xmlに適用し、新しい文書と

して planets.htmlを生成できる。XSLTプロセッサによって生成された新しいHTML文書の

planets.htmlを図 1-2に示す。
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図 1-2 XSLTプロセッサによって作成された HTML文書

図 1-2 を見るとわかるように、XSLT プロセッサは planets.xml のデータを読み取って

planets.xslの規則を適用し、planets.htmlにHTMLの表を作成している。

実際には何が行われたのだろうか。XML 文書の planets.xml と XSLT スタイルシートの

planets.xslはすでに見たが、この 2つのファイルがどのように結び付けられて planets.html

が生成されたのだろうか。

1.6 XSLT変換の実行

planets.xmlから planets.htmlへのように、XSLT変換を行うにはXSLTプロセッサを使

用する。XSLTを使用してXML文書を変換するには 3つの方法がある。

● XSLT プロセッサというスタンドアロンプログラムによる変換　XSLT 変換を実行するプ

ログラムはいくつかあり、通常は Java をベースとする。本章では、さまざまなXSLT プ

ロセッサを紹介する。

●クライアントによる変換　ブラウザなどのクライアントプログラムは、<?xml-stylesheet?>

という処理命令で指定したスタイルシートを読み込んで変換を行うことができる。Internet

Explorer は、この方法による変換をある程度処理できる。

●サーバーによる変換　Java サーブレットなどのサーバープログラムは、スタイルシートを

使用して文書を自動的に変換し、それをクライアントに送信することができる。

本書では、この 3つの方法をすべて説明する。本章では、各方法の概要を説明する。


